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生命工学演習Ⅰ(22BS以降) 鏡味　裕

Seminar in BiotechnologyⅠ 　

2 通年(集中) 集中･不定期 1年次生

　 演習

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
2026BSカリ, 2025BSカリ, 2024BSカリ, 2023BSカリ

【専攻】健康・福祉・医療・創薬分野の研究者・技術者として 発生工学に関する学術成果のプレゼンテーション方法を理解す
科学・技術を発展させるための幅広い見識と健全な倫理観 る。

⇔

(2)授業の概要 発生工学に関し週１度、専攻学生が自ら選択した論文を紹介し、その内容や意義について討議する。ま
た定期的に各自の研究成果をまとめて発表する。これらを研究の進展に役立てる。

(3)授業計画 1. 演習の概要説明
2. 先端研究領域の学術情報検索法
3. 学術論文紹介討議1
4. 学術論文紹介討議2
5. 学術論文紹介討議3
6. 学術論文紹介討議4
7. 学術論文紹介討議5
8. 学術論文紹介討議6
9. 学術論文紹介討議1
10 学術論文紹介討議2
11.学術論文紹介討議3
12.学術論文紹介討議4
13.学術論文紹介討議5
14.学術論文紹介討議6
15.学術論文紹介討議7
16.総括

(4)成績評価の方
法

自ら研究論文を選択し、活発に討議する。論文に対する理解度や討議能力を総合的に評価する。

(5)成績評価の基
準

下記基準で評価を行う。
秀S:幹細胞工学の研究に関し達成目標の水準から見て卓越している
優A:幹細胞工学の研究に関し達成目標の水準よりかなり上にある
良B:幹細胞工学の研究に関し達成目標の水準よりやや上にある
可C:幹細胞工学の研究に関し達成目標の水準にある
不可D:幹細胞工学の研究に関し達成目標の水準よりやや下にある、またはかなり下にある

(6)事前事後学習
の内容

発表資料（学術論文等）を事前に精読する。また授業後には討議を踏まえ関連論文等の精読によって理
解を深める。

(7)履修上の注意 十分に時間をかけ予習復習する。

(8)質問,相談への
対応

随時対応

メール：kagami@shinshu-u.c.jp

(9)その他

【教科書】 必要に応じて、資料や論文、等を紹介する。

【参考書】 Nature (2026)
Science (2026)
Development (2026)
Cell Stem Cell (2026)


